
資料１ 

瀬戸市都市計画・都市交通マスタープラン検討委員会設置要綱 

 
（目的） 

第１条 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第１８条の２の規定に基

づく本市の都市計画に関する基本的な方針（以下「都市計画マスタープラ

ン」という。）の改訂及び都市交通計画に関する基本的な方針（以下「都

市交通マスタープラン」という。）の策定にあたり、必要な事項を検討す

るものとする。 

 

（設置）  

第２条 前条の目的を達成するにあたり、都市計画マスタープラン及び都市

交通マスタープランに関する事項を検討するため、「瀬戸市都市計画・都

市交通マスタープラン検討委員会（以下「委員会」という。）」を置く。 

 

（検討事項） 

第３条 委員会は、次に掲げる事項を検討する。 

 (1)都市計画マスタープランの改訂に関する事項 

 (2)都市交通マスタープランの策定に関する事項 

 (3)前号に掲げるもののほか、委員会が必要と認める事項 

 

（組織） 

第４条 委員会は、委員 20 人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げるもののうちから市長が委嘱する。 

(1)学識経験者 

(2)地元団体関係者 

(3)交通事業者 

(4)関係行政機関の職員 

 

(任期) 

第５条 委員の任期は、委嘱の日から都市計画マスタープラン及び都市交通

マスタープランを策定する日までとする。 

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（報償） 

第６条 学識経験者及び地元団体関係者に対し、委員会開催毎に１回７，３

００円の報償を支払うものとする。 
 

(委員長及び副委員長) 

第７条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は委員の互選により選出し、副委員長は委員のうちから委員長が

指名する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代

理する。 

 

(会議) 

第８条 委員会は、委員長が招集する。ただし、第１回委員会については市

長が招集する。 



 

 

２ 委員長は、必要に応じて委員以外の者に、委員会への出席及び資料の提

出等を要請することができる。 

３ 委員会の議長は、委員長をもって充てる。 

４ 会議は、原則として公開とする。 

５ 議事内容、経過及び資料を公表することとする。 

 

（部会） 

第９条 委員会は、必要により部会を設けることができる。 

２ 部会に関する必要な事項は、委員長が会議に諮って定める。 

 

（庶務） 

第１０条 委員会の庶務は、都市整備部都市計画課において行う。 

 

(委任) 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、

委員長が定めるものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成 26 年 12 月 8 日から施行する。 

 


